
″ バ多劣

～  中 多疑 裸 識 豊 紡 とに ナ士ノキ を ゴミ ぅ 。 ～

今回の「 野を行 くJの始まりは、科教協の高知大会が終わ った 8月 4
日である。「 朱 (丹生 )を追え 」は地下茎 43号 の (3)で ス トップ して
いる。その最後には、 こう宣言 している。「 …そこか ら、また話がお もし
ろい方向に発展 してい くのや った。 ここまで くると、 もう、地下茎舎あげ
ての総力戦です。 」と。勇ま しいことを言 ったわ りにはその後のことが報
告 されていないのですが、ぃろんなかたちで発展 して行 った ことは確かな
んです。例会の報告等で も報告 していないよぅなことは、ぃずれ必ずまと
めたいとお もいます。今回は、四国へ我々が行 った機会 に「 中央構造線 J
に焦点をあてなが らいかに丹生を追 ったかを報告 しておきます。

ただ し、いっぱぃ寄 り道 しま した。その寄 り道で、またちがった成果 も
あ りま した。それ も一緒 に報告 しておきます。

『
水 銀 禾IJ用 の 歴 史 ここ |ら ブな ん で 』 を

科教協の総会の場で、奈良の中谷隆夫 さんに出会いま した。 さっそ く、
前の『 水銀 ものがた り』の続編を書かれた と聞いていたので尋ねてみま し
た。す ると、中谷 さんはそれを持 っきてお られま した。そ して、それをい
ただ きま した。まえの『 水銀 ものがた り』も力作ですが、今度 は歴史 も含
めての もので とて もお もしろいです。『 水銀の利用の歴史 にちなんで 』 (

帝塚山「 学園春秋 J第 29号抜刷昭和 62年 5月 25日 発行 )と なってい
る。内容 は次 ぎのようになっている。

宇陀の伝説

奈良盆地 と宇陀 (2)な ぜ宇賀志 (ウ カシ )をせめたのか
ウカシ征服の伝説 (4)丹 生 (に ゆ う)川上神社
)丹生神社の変化   (6)イ ヮレ彦の丹生川での祈 り
)私 の宇陀地方の硫化水銀 さが しの旅
仙人による薬の話

)仙人になろうとした王様たちの話
)仙人になる話   (3)弘 法大師の伝説
伊勢の丹生千軒のあと
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: 第 4話 古代技術 に挑戦

特 に第 2話「 仙人による薬の話 J、 第 4話「 古代技術 に挑戦 Jと い うの

がおもしろい。実際に水銀 と硫黄か ら硫化水銀 (朱 )を作 ることに挑戦 し

てお られる。 これは、ボクたちも挑戦 した ことがある。出来ないのである。

あの真赤な朱 は。黒 くなって しまうのである。 このことを『 古代技術の

復権～技術か ら見た古代人の生活 と知恵～ 』 (森 浩一対談集.小学館 )

に行 きつ くところで、「 温配勾配 Jに原因があるのでは、 と今のところ結

論づけてお られる。そ して、 どうして、 こうもす ごい技術を古代入が持 っ

ていたのか感動 されている。まった くもって同感である。 ここで、 もう一

つびっくりしたのは、『 古代技術の復権 』とい う本をきっちりと読んでお

られるとい うことである。 この本 は、職員室で とな りに座 っていた教師が、

丹生のことをひつ こく話を していた ら「 こんな本があるよ 」と紹介 して

くれた本である。同 じ所 にい きついておられるようで うれ しか った。 とも

か く、同 じようなことに興味を持 ち、 こだわ り続 けてお られる先行者がお

られるとい うのは、 うれ しいことである。勇気づけられることで もある。

A T｀ を 指 _て 、 さ れ ど

ボク達の旅 はいつ も欲張 りである。『 中央構造線 に丹生を追 う』これが

もちろん今回の主たるテーマである。 しか し、 こんな事 も少 し考えていた。

「 せ っか く四国まで きとるんや。我々のところよりもより九州に近いこ

こで、あのA.T(姶 良火山灰 )を みつけたい。 Jも ちろん これとて、無

手勝流なんの手がか りがあるわけではなか った。 ところが、その手がか り

がで きたのである。全体会の終わ った会場でボクは聞 きま くった。「 この

近 くにA.Tは … Jと 。そ うす るうちに、 この事を教えて くれる人が現わ

れた。愛媛の芳我 さんである。芳我 さんはフィール ドヮークの案内役で急

いでお られた。で もこう言 うて くれた った。「 それな ら、みつかっている

ところがある。今か ら、その方を通 ってい くか ら… Jと 。中谷 さんの運転

で我々は必死で、後を追 った。「 このあた りで… Jと 教えて もらった とこ

ろでは、我々は残念なが らみつけることはで きなか った。芳我 さんは、 こ

うも言われた。「 松山では、運動公園で も… Jと 。「 愛媛大の鹿島愛彦 さ

んが くわ しいので… Jと も言われた。宿 を何処で とるか迷 っていた我々は、

松山に向か うことに決めた。四国は山又山である。切出 しの崖を見 るた

びに、「 おっ、ひよっとして… Jと い う思いで、車を停めて、崖を登 るが、

みつけることは出来ない。「 そ う簡単 にみつけることが出来ては、あ り

がたみがないがな 」と、 自分達をな ぐさめなが ら。松山まで。松山に入 る

までに、『 砥部衝上断層 』を見にい く。「 おおっ。 これぞ中央構造線か。 J

とい うのを期待 してい くが、その感激 はなか った。「 これか ?断層線 は J

とい う程度のものであった。暗 くな りかけて、運動公園 も行 くが、 これ
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もや っば り空振 りである。「 野を行 くJ初 日の道後温泉での夜、我々は暗
か った。

程誌 C)毛事 濫註 垢記 、 男 IJ葡再 委同 Jし へ

空振 りの初 日か ら、一夜明けた 5日 。我々は中永 さんを送 らねばな らな
か つた。中永 さんはここか ら萩への職員旅行へ合流す るのであった。 この
後の旅が どう発展す るのかがわか ってぃたなら、強 く引 き止めるのであっ
たが、 この段階ではわか らなか ったのである。松山港へ、中永 さんを送 っ
て行 った。

ここか らは、中谷 さん、楠田の二人の「 野を行 くJで ある。まずは、中
央構造線 に沿 って東へ車を走 らせる。 どれ ぐらい走 ったでぁろうか。 もう
昼近 くになっていた。国道 11号線である。小松を過 ぎて、西条市 に入 っ
てである。道路右手 (つ まり南、石鎚山側 )に見えたのである。「 湯の谷
温泉 Jの文字 と、にょきっとっ立 った煙突が。

二人一緒 に『 おっ、あれや !!』 。 この温泉は、始めの計画か ら入れて
いた。 しか し、前 日の様子か ら考えると、 どぅもすんなりとみつけられそ
うになか った。前 もって見て きた『 中央構造線 9 0 okmの 旅 』 (NHK)
では、「 中央構造線か ら湧 き出す湯 Jと して紹介 されていた ところである。
「 まずは、 この湯 につかろう。 Jと 立 ち寄 る。 ここが湧 き口でぁるとい
うところを見て、内にはいる。昼間であるが、何人かの老人の方が入 って
お られる。その風景たるや、実にのんび りとした ものである。湯か ら上が
って、食堂 にいって、昼食をとる。 ここがぉ じいちゃんやおばぁちゃんの
憩いの場 となっているのだろう。カラオケがおいてぁる。食堂のおばちゃ
んに、 この温泉のことゃ、西条市役所への道を聞いていると、 さっきまで
カラオケをや ってお られたお じさんが、話かけて くれた った。 このお じさ
んが、 この温泉にいやに詳 しい。「 どのテレビをみて こられたか Jと まで
聞いてのや った。 どうも、 ここのところなんかいもテレビ等で紹介 されて
いるらしい。っいには、 このお じさん、 この温泉について書かれた文献の
コピーまで見せて くれてのや った。 どうゃ ら、 ここの主人のようでぁる。
ひ よっとした ら、「 丹生 」のことも知 ってお られることがぁるのではと、
聞いてみるが、手掛 りをえることは出来なか った。 しか し、市の川鉱山の
こと、そこで取れた「 ァンチモーニ J(ァ ンチモンのことでぁろう。お じ
さんはこう言われたように聞 こえた。 )の こと、別子温泉 とこの温泉のち
がい。等など詳 しく教えて くれたったのや った。

市役所 に次 に行 ってみることに した。 しか し、 ここでは、湯之谷温泉等
について、それ以上の詳 しいことを知 ることはできなか った。次に隣にあ
る図書館へいった。 ここでは、「 西条市史 Jに、湯之谷温泉のお じさんが
もっておられた文 とおな じものをみつけて、 コピーを して もらった。

このとき、『 鉱山史 』のような本 に、 こんなことが書かれてあるのをみ
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つlナ たのである。「 続 日本紀によれば、 698年 、伊予の国より自め (輝

安鉱、アンチモン 市の川産 )と 、朱砂 (宇摩郡東部つまり今の愛媛県北

宇摩郡 日吉村産 )が献上 された。 Jと い う。 ここにきて、は じめて、丹生

に関す る情報をてにいれることがで きたのである。 このあと、図書館の横

にある博物館へ も行 ったのである。 ここは例の市の川鉱山の「 世界一大 き

な輝安鉱 Jが置いてあるところとして、有名であるらしい。その現物 には、

お目にかかれなか ったが、写真のみ見せて もらった。中でいろんな興味

ある話を館長 さんにお聞 きす ることがで きた。まず例の『 中央構造線… 』

の取材でNHKも ここにきたそうだ。放送 されなか ったようであるが。ま

た ここ数年、京大のグループが中央構造線の調査 とい うことで、 この西条

市を訪れているようである。その時の発見だとおっしゃって『 抱 き石 』な

るものが展示 してある。丸い大 きな石のなかにまた小 さな丸い石が入 って

いる。 これが、 どうして「 断層運動 Jを物語 るものなのかよ くわか らぬ。

興味あることとしては、 ここにあの水銀蒸溜に用いたか とい う「 多 J

(は そ う)がた くさん展示 してあ った とい うことである。ただ し、 ここでの

展示の説明では、「 祭事用 」とい うことになっていた。 このことを館長 さ

んにおたずねす ると、「 よ くわか っていないが・・・、朱か ら水銀をとりだす

のに用いた ということは聞いた ことがない 」とい うことだ った。それか ら、

館長 さんはとて も親切に、閉山 している市 の谷鉱山の資料を捜 して下 さ

った。資料をまとめた ものが出ているようである。残念なが ら、今回はそ

れを手 にいれることがで きなかった。それに して も、館長 さんには、訳の

わか らぬことを言 って迷い込んだ我々に、ていねいにつつ きあって もらっ

て、 うれ しか ったです。

時間がない。西条市を後 にして、別子銅山 に向か った。

「 中央構造線 と鉱山 」興味あるテーマではあるが、 ここではあ くまで

「 水銀 Jに しぼろう。松田さんによれば、 ここ別子銅山で も、水銀を含む鉱

石が、戦後発見 されている。

閉館間際の「 別子銅山記念館 」すべ りこむ。館内があまりにきれいであ

る。何か、 この銅山がた どったであろう「 労働の歴史 」と、ふつ りあいに

感 じるのは、 どうしてだろう。ゆっくりと見れないのが残念であった。

か っての「 栄華 」の後を見ようと、車 は山奥まで入 る。工事中 と言 うこ

ともあって行 き止 まりである。仕方無い。新居浜 まで引 き返す。

再び国道 11号線を走 る。 しば らく行 くと、松山 自動車道が開通 してい

るところがある。山又山の四国には高速道路がない。 ところが この松山 自

動車道、まさに中央構造線の真上を走 らせようとい うのである。 これは話

の種 にと、 この開通 しているところだけ乗 ってみる。「 なるほど、 これが

中央構造線か 」とよ くわかる。川之江に着 く、 ここで宿を とる。

(つ づ く )

* このあと、『 ついに発見 !池田でA.Tを 』『 本場 (?)の 藍畑へ 』

『 ついに見たぞ !朱の製造遺跡 』と続 きます。乞 うご期待 !!
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